
 
 
 

平成 23 年 12 月 26 日 
 

岡岡山山県県感感染染症症週週報報  2011 年 第 50 週（ 12 月 12 日～12 月 18 日 ） 

【お知らせ】次回、第 51 週（12/19～12/25）感染症週報は 1 月 6日（金）、 

          第 52 週（12/26～1/1）感染症週報は 1 月 10 日（火）にホームページに掲載いたします。 
 

岡山県は、インフルエンザ注意報を発令しました（12 月 22 日） 
 

 ◆2011 年 第 50 週（  12／12 ～ 12／18  ）の感染症発生動向（届出数） 
 

■全数把握感染症の発生状況 

第 47 週 4 類感染症 レジオネラ症 1 名（ 90 代 男 ） 

第 48 週 2 類感染症 結核 3 名（50 代 女 1 名、70 代 男 1 名、80 代 男 1 名） 

第 50 週 4 類感染症 レジオネラ症 1 名（ 60 代 男 ） の報告がありました。 
 

■定点把握感染症の発生状況 

○インフルエンザは、県内で 434 名（定点あたり 5.17 人）の報告があり、注意報発令基準の 5.00 人を越え

たため、岡山県はインフルエンザ注意報を発令しました。全国集計では第 49 週、定点あたり報告数 1.11

人となり、全国的にインフルエンザの流行シーズンに入ったと発表されました。 

○感染性胃腸炎は、岡山市・倉敷市・備前地域・真庭地域で患者が多くなりました。 

○RS ウイルス感染症は、患者が大幅に増加しました。 

○マイコプラズマ肺炎は、前週より減少したものの、ひきつづき患者が多い状態です。 

○流行性耳下腺炎は、患者が減少し、備中地域では感染症発生レベル 2 からレベル 1 になりました。 
  

【第 51 週 速報】○腸管出血性大腸菌感染症 1 名（Ｏ 157 20 代 女）の発生がありました。 

○インフルエンザとみられる臨時休業がありました。 

▽倉敷市 11 ▽玉野市 1 ▽早島町 1 

                                         

1．インフルエンザは、県全体では 434 名（ 定点あたり 5.17 人 ）の報告があり、前週（4.04 人）より増加しました。 

岡山県では、注意報発令の基準となる定点あたり 5.00 人を越えたため、インフルエンザ注意報を発令し（12

月 22 日）、注意を呼びかけています。県内の発生状況・臨時休業情報などは『インフルエンザ情報』をご

覧下さい。 

第 49 週（12/5～12/11）速報値によると、全国では定点あたり 1.11 人、流行開始の目安としている 1.00 人を越

えたことから、全国的にインフルエンザの流行シーズンに入ったと発表されました。岡山県は、第 49 週定点あ

たり 4.04 人であり、全国でも 4 番目に高い報告数になりました。 

2．腸管出血性大腸菌感染症は、今年 67 名、12 月は 3 名の発生がありました。冬でも患者発生がありますので、

ひきつづき感染予防に心がけてください。 

3．感染性胃腸炎の定点あたり患者数は、県全体では増加し（ 定点あたり 10.41 → 11.09 人）、特に岡山市・備

前地域・真庭地域で増加しました。第 50 週は倉敷市・玉野市で学校の臨時休業が報告されています。詳し

い県内の発生状況は『感染性胃腸炎情報』をご覧下さい。 

4．ＲＳウイルス感染症の定点あたり患者数は、大幅に増加しました（定点あたり 0.69 → 1.30 人 ）。今年は全国、

県内共に患者の多い状態で推移しています。冬に流行のピークを迎える感染症ですので、今後の動向に注意

して下さい。詳しい情報は『今週の注目感染症』をご覧下さい。 

5．マイコプラズマ肺炎は、患者数が減少（基幹定点 5 医療機関あたり 2.60 → 2.00 人）したものの、依然として

患者発生の多い状態がつづいています。岡山市（7 人）･倉敷市（2 人）･備北地域（1 人）で患者報告があり

ました。今年は全国的に過去 5 年と比較してかなり多いと報告されており（国立感染症情報センター第 48 週

マイコプラズマ肺炎グラフ）、乾いた咳が長期間つづくときは、医療機関を受診してください。マイコプラズマ

肺炎 Q&A（厚生労働省） 

6．流行性耳下腺炎の定点あたり患者数は、県全体では減少し（ 定点あたり 1.19 → 0.93 人 ）、備中地域では感

染症発生レベル 2 からレベル 1 になりました（ 3.29 → 2.57 人 ）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.okayama.jp/page/detail-101155.html
http://www.pref.okayama.jp/page/detail-92000.html
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/18myco.html
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kanja/weeklygraph/18myco.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou30/index.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou30/index.html


 

 

 

 

流行の推移と発生状況 

疾病名 推移 発生状況 疾病名 推移 発生状況 

インフルエンザ 
 
★★ ＲＳウイルス感染症 

 
★★★ 

咽頭結膜熱 
 
★ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

 
★ 

感染性胃腸炎 
 
★★★★★ 水痘 

 
★★ 

手足口病 
 
★ 伝染性紅斑 

 
★ 

突発性発疹 
 
★★ 百日咳 

 
 

ヘルパンギーナ 
 
★ 流行性耳下腺炎 

 
★★ 

急性出血性結膜炎 
 
 

流行性角結膜炎 
 
★ 

細菌性髄膜炎 
 
 

無菌性髄膜炎 
 
★★ 

マイコプラズマ肺炎 
 
★★★ クラミジア肺炎 

 
 

 

【記号の説明】 

  前週からの推移：   2倍以上の減少      1.1～2倍未満の減少     1.1未満の増減 
 

1.1～2倍未満の増加     2倍以上の増加 

流行状況: 空白 発生なし ★僅か ★★少し ★★★やや多い ★★★★多い ★★★★★非常に多い 

※定点当り患者数について、過去５年間の標準偏差値に感染症の種類毎に係数を乗じた値を５等分し、流行状況の 

目安として５段階で表示しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
保健所別報告患者数 において  数字  は感染症マップにおいて レベル３   

 数字   は感染症マップにおいて レベル２   を示しています。 

 

 

 



 

 

今週の注目感染症 
RS ウイルス感染症 

 
※Ｒ Ｓ ウイルス感染症は、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、今年 27 週 ～ 翌年 26 週を １ シーズンとして、グラフを作成しています。 

 

ＲＳウイルス感染症の定点あたり患者数が、大きく増加しました（定点あたり 0.69 → 1.30 人 ）。岡山市（定

点あたり 1.86 人）・倉敷市（1.45 人）・備前地域（1.00 人）・備中地域(1.86 人)・美作地域（0.83 人）で

患者が増加しています。第 41～50 週の県内の患者累計では、1 歳以下の乳幼児が 82％ 、そのうちの 30％

が 6 ヶ月以下の乳児でした。小さなお子さんでは重症化することもありますので、お子さんの体調の変化に

十分気をつけて下さい。  

 
          第 48 週ＲＳウイルス感染症 過去 10 年間の比較グラフ 

（国立感染症情報センターHP より） 

 

【 ＲＳウイルス感染症とは】 

Ｒ Ｓ ウイルス感染症は、冬（11 月～1 月）に乳幼児の肺炎・細気管支炎などを起こす急性呼吸器感染症で 、

乳幼児の肺炎の 50%、細気管支炎の 50～90％ を占めるとされています。2 歳までに、ほぼ 100％ の子供がこのウ

イルスの初感染を受けるといわれ、生涯にわたり感染を繰り返しますが、通常年齢が上がるにつれ重症化するこ

とが少なくなります。 

流行の中心は 1 歳以下の乳幼児です。潜伏期は 2～8 日、発熱、鼻汁、咳などで発症し、通常 8～15 日で軽

快します。しかし、初めてかかる乳幼児では、しばしば肺炎や細気管支炎を発症し、生後 6 ヶ月以下の乳幼児

においては重症化することがあり、入院を要することもあります。1 歳以下では重大な合併症を伴うこともあります

ので特に注意が必要です。 

感染力は強く、患者との密接な接触や、咳やくしゃみによるウイルスの飛沫により感染します。予防には手洗

い・うがい、手指の消毒、マスクの着用が効果的です。保育園や幼稚園などでは集団発生することがありますの

で、感染予防に心がけてください。長引く咳や、呼吸時にゼーゼーと音がする喘鳴などが見られるときは、早め

に医療機関を受診してください。また、大人が感染しても軽症のことが多いので、小さなお子さんにうつさないよ

う注意してください。 



平成23年12月26日 

感染性胃腸炎情報 第 50 週 2011年 12月 12日～12月18日  

○岡山県内の患者報告数は 599 名、定点あたり 11.09 人（定点医療機関 54 定点）に増えました。 

○患者は岡山市・備前地域・真庭地域で増加し、倉敷市・美作地域では多い状態がつづいています。 

○感染性胃腸炎による臨時休業が、倉敷市 2 施設・玉野市 1 施設でありました。 

 

※感染性胃腸炎は、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、今年 27 週 ～ 翌年 26 週を １ シーズンとして、グラフを作成しています。 

感染性胃腸炎の定点あたり患者数は、県全体では増加しました（定点あたり 10.41 → 11.09 人）。患者は、岡山市

（17.14 人）、備前地域（12.00 人）、真庭地域（11.50 人）で増加し、倉敷市（9.64 人）、美作地域（10.67 人）では

多い状態が続いています。特に岡山市では患者が急増しています。第 50 週、感染性胃腸炎による学級閉鎖が倉敷市 2

施設、玉野市 1 施設でありました。学校や福祉施設、病院などでは感染が拡大することがありますので注意して下さい。

冬の集団発生の原因はノロウイルスによるものが多いと言われ、現在、岡山県では『食中毒（ノロウイルス）注意報』

を発令し、食中毒予防を呼びかけています。 

患者の年齢分布は 0－4 歳が最も多く、約半数を占め、中

でも 1 歳の患者報告が多くなっています。また、20 歳以上

の患者報告も増えています。お子さんの体調の変化に注意

して、早めに医療機関を受診してください。嘔吐や下痢によ

り脱水症を起こすこともありますので注意が必要です。 

○手洗いの励行  

○患者の便・吐物の処理を確実に行う 

○食品は過熱調理を確実に 

など、感染予防に努めましょう。 

 

○ノロウイルス感染症とその対応・予防（厚生労働省） ・家庭等一般の方々へ ・医療従事者・施設スタッフ用 

岡山県地区別 感染症マップ  感染性胃腸炎  2011 年 50 週  

 

50 週 12/12～12/18  49 週 12/5～12/11 48 週 11/28～12/4  47 週 11/21～11/27   

 

 

 

 

 

 

レベル３ レベル２ レベル１ 報告なし 

開始基準値 終息基準値 基準値 基準値 基準値 

２０ １２  ０＜２０未満 ０ 

レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと レベル３が継続されます。 

http://idsc.nih.go.jp/disease/norovirus/taio-a.html
http://idsc.nih.go.jp/disease/norovirus/taio-b.html


平成 23 年 12 月 22 日 

インフルエンザ情報  2011 年12 月12 日 ～ 12 月18 日 第 50 週

岡山県は、インフルエンザ注意報を発令しました（12 月 22 日）。 

 岡山県の流行状況 

○岡山県内の患者報告数は 434 名（ 定点あたり 5.17 人 ）の報告があり、注意報発令基準の 5.00 人を越えたため、

県内にインフルエンザ注意報を発令し、注意を呼びかけています。（岡山県健康推進課ホームページ） 

○岡山市・倉敷市・備前地域・備中地域・美作地域で患者が報告されています。 

○特に倉敷市では、患者の急増が 3 週連続しており、学校の臨時休業も相次いで報告されています 

○インフルエンザとみられる臨時休校が 14 施設（ 岡山市 1、倉敷市 9、備前市 2、浅口市 2 ）報告され、岡山市で

の臨時休業は今シーズン初めてです。 

○全国では第 49 週、定点あたり患者数 1.11 人になり、全国的にインフルエンザの流行期に入ったと発表されました。 

【速報】第 51 週 インフルエンザとみられる臨時休業がありました。（12 月 20 日現在） 

▽12 月 19 日：倉敷市 8、玉野市 1、早島町 1  ▽12 月 20 日：倉敷市 3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ インフルエンザは、通常、秋から翌年の春にかけて流行するため、今年 27 週 ～ 翌年 26 週を １ シーズンとして、グラフを作成しています。 

インフルエンザ患者数は 434 名（ 84 定点医療機関定点あたり 5.17 人 ）の報告があり、注意報発令の基準となる

定点医療機関あたり 5.00 人を越えたため、県内にインフルエンザ注意報を発令し、注意を呼びかけています。地域別

には、倉敷市（ 定点あたり 18.50 人）、備中地域（ 7.50 人）、備前地域（ 2.00 人）、岡山市（ 0.73 人）、美作

地域（ 0.20 人）で報告があり、患者が少なかった岡山市（ 前週 0.23 人）も増加がみられ、倉敷市（ 前週 12.31

人）では 3 週連続で増加がつづいています。倉敷市は感染症発生レベル 2 であり、学校の臨時休業も相次いで報告

されています。 

全国では第 49 週、定点あたり 1.11 人で、流行開始の指標となる 1.00 人を越えたため、全国的にインフルエンザの

流行期に入ったと発表されました。 

今週から冬休みに入りますので学校での感染の機会は減りますが、年末年始にかけ、人の移動や人混みの中に出

掛けることが多くなると、感染の機会も増えます。手洗い・うがいを励行する、マスクを着用する、咳エチケットを守

るなど、自分でできる感染予防に努めましょう。 
 

１ ．年齢別患者発生状況  第 50 週（ 12/12～12/18 ） 

患者は、幼稚園児小学生に該当する年齢が特に多くみられていますが、0－4 歳で前週より増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.pref.okayama.jp/soshiki/36/


 

２ ．地域別発生状況 

      第 50 週（12/12～12/18） 前週からの推移（単位：人） 

【記号の説明】  前週からの推移：  2倍以上の減少      1.1～2倍未満の減少     1.1未満の増減 

1.1～2倍未満の増加     2倍以上の増加 
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２０１１／２０１２ｼｰｽﾞﾝ インフルエンザ  地域別発生状況 
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地域名 発生状況 推移 地域名 発生状況 推移 

岡山県全体 
患 者 数 434 

 
備 中 

患 者 数 90 

 定点あたり 5.17 定点あたり 7.50 

岡山市 
患 者 数 16 

 
備 北 

患 者 数 - 
― 

定点あたり 0.73 定点あたり - 

倉敷市 
患 者 数 296 

 真 庭 
患 者 数 - 

― 
定点あたり 18.50 定点あたり - 

備 前 
患 者 数 30 

 
美 作 

患 者 数 2 

 定点あたり 2.00 定点あたり 0.20 



 インフルエンザウイルス検出状況 

第 50 週（12/12～18）および第 51 週（12/19～21 まで）に検出されたインフルエンザウイルス 

第 50 週：岡山市の患者 1 名から、インフルエンザウイルス AH3 型が検出されました。 

第 51 週 速報：12 月 19 日に玉野市の小学校で発生した集団事例患者のうち 3 名から、インフルエンザウイルス

AH3 型が検出されました。 

今シーズン第 50 週現在、全国で検出されたインフルエンザウイルスは、AH3 型の割合が最も多く 88％ 、 

B 型が 11％ 、AH１ pdm09 型が 1％ の順になっており、AH3 型が主流になっています。 

（国立感染症情報センター インフルエンザウイルス分離・検出速報  2011/2012 シーズン） 

ウイルス名 検体採取週 検体採取日 地域＊ 年齢 性別 備考 

インフルエンザウイルス AH3型 第 50週 2011年 12月 16日 岡山市 60歳代 男 
 

インフルエンザウイルス AH3型 第 51週 2011年 12月 19日 玉野市 小学生 女 集団発生事例 

インフルエンザウイルス AH3型 第 51週 2011年 12月 19日 玉野市 小学生 女 集団発生事例 

インフルエンザウイルス AH3型 第 51週 2011年 12月 19日 玉野市 小学生 女 集団発生事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インフルエンザ様疾患による学校等の臨時休業施設数 第 50 週（12/12～12/18） 

１．有症者数・欠席者数および臨時休業措置の内訳（第 51 週発生の臨時休業は、第 51 週週報で行います。） 

第 50 週、休園 1 施設（備前市 1）、学年閉鎖 2 施設（倉敷市 1、備前市 1）学級閉鎖 11 施設（倉敷市 8、 

浅口市 2、岡山市 1)の計 14 施設の報告があり、有症者数 363 名、このうち欠席者数 212 名でした。 

岡山市で今シーズン初めてとなる、インフルエンザとみられる学校の臨時休業がありました。 

第 50 週までの合計は、有症者数 593 名、うち欠席者数 403 名、臨時休業施設数は 28 施設になり、このうちの 

約 65％ が倉敷市からの報告です。 

【第 51 週 速報】休園 1 施設（倉敷市 1）、学年閉鎖 1 施設（玉野市 1）、学級閉鎖 11 施設（倉敷市 10、早島町 1）

＊ 地域名は、保健所管轄地域を表しています。 

 

地域名＊  

 

有症者数 
うち 

欠席者数 
施設数合計 

休園・ 

休校数 

学年閉鎖 

施設数 

学級閉鎖 

施設数 
初発 

年月日 
今週 累計 今週 累計 今週 累積 今週 累積 今週 累積 今週 累積 

岡山県全体 363 593 212 403 14 28 1 2 2 4 11 22 H23.10.31 

岡山市 22 22 6 6 1 1 0 0 0 0 1 1 H23.12.15 

倉敷市 295 446 174 288 9 18 0 0 1 2 8 16 H23.10.31 

備前地域 31 64 18 50 3 5 1 1 1 1 1 3 H23.12.5 

備中地域 15 61 14 59 1 4 0 1 0 1 1 2 H23.11.30 

備北地域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

真庭地域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

美作地域 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

http://idsc.nih.go.jp/iasr/influ.html


  

２ ．臨時休業施設数の内訳 第 50週（12/12～12/18）  

第 50 週、学校等の臨時休業は 14 施設ありました。 

岡山市 ： 中学校 1 

倉敷市 ： 幼稚園 2、小学校 7 

備前地域 ： 幼稚園 1、小学校 1 

備中地域 ： 中学校 2     （第 51 週発生の臨時休業施設の掲載は第 51 週 週報で行います。） 

 第 50 週：14 施設   累計：28 施設 

 
保育所 幼稚園 小学校 中学校 高等学校 その他 

今週 累積 今週 累計 今週 累積 今週 累積 今週 累積 今週 累積 

施設数 － － 3 6 8 18 3 4 － － － － 

 

 入院時の状況と年齢別内訳の累計 第 50週 （12/12～12/18）まで 

( 県内基幹定点 ５医療機関による報告 ) 

第 50 週、インフルエンザによる入院患者の報告が 1 名ありました。今シーズン、第 50 週までに 2 名の 

入院患者報告がありました。 

＊ 平成 23 年 9 月 5 日以降に入院した各患者の累計数 

年齢 1歳未

満 

1～4

歳 

5～9

歳 

10～

14歳 

15～

19歳 

20～

29歳 

30～

39歳 

40～

49歳 

50～

59歳 

60～

69歳 

70～

79歳 

80歳

以上 

計＊ 

ICU入室 － － － － － － － － － － － － － 

人工呼吸器の利用 － － － － － － － － － － － － － 

頭部 CT検査 

(予定含む) 
－ － － － － － － － － － 1 － － 

頭部 MRI検査 

（予定含む） 
－ － － － － － － － － － 1 － － 

脳波検査 

（予定含む）） 
－ － － － － － － － － － 1 － － 

いずれにも該当せず － － － 1 － － － － － － － － － 
計(一部重複あり)＊ － － － 1 － － － － － － 1 － － 

 

 



2011年12月20日

16:20:09
岡山県地区別 インフルエンザ感染症マップ    2011年 50週

　レベル３の開始基準値を一度超えると、終息基準値より下がらないと
レベル３が継続されます。

インフルエンザ

30 10

レベル３ レベル２ レベル１ 報告なし

10 以上
30 未満

開始基準値 終息基準値 基準値 基準値 基準値

0 <
10 未満 0

49週         12/5～ 48週         11/28～ 47週         11/21～

46週         11/14～

50週         12/12～

45週         11/7～ 44週         10/31～ 43週         10/24～



2012年1月4日保健所別報告患者数  2011年 50週       ( 2011/12/12～2011/12/18 )

岡山市 倉敷市 備前 備中 備北 真庭 美作

疾病名 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当

全県

0.20 2----7.50 902.00 3018.50 2960.73 165.17 434インフルエンザ

0.83 5----1.86 131.00 101.45 161.86 261.30 70ＲＳウイルス感染症

--0.50 10.50 2------0.57 80.20 11咽頭結膜熱

1.00 61.00 2--0.86 6--1.55 170.57 80.72 39Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

8.33 5011.50 235.00 205.71 4012.00 1209.64 10617.14 24011.09 599感染性胃腸炎

1.33 83.00 6--0.14 11.30 130.64 72.64 371.33 72水痘

1.00 64.00 81.50 61.29 90.90 94.00 442.29 322.11 114手足口病

1.00 60.50 1--0.29 20.30 30.09 10.14 20.28 15伝染性紅斑

0.67 41.00 2--0.14 10.10 10.73 80.71 100.48 26突発性発疹

----------------百日咳

0.17 1------------0.02 1ヘルパンギーナ

0.50 3----2.57 180.40 40.36 41.50 210.93 50流行性耳下腺炎

------------急性出血性結膜炎

----2.00 20.25 10.80 40.58 7流行性角結膜炎

------------細菌性髄膜炎

------------無菌性髄膜炎

----1.00 11.00 17.00 71.80 9マイコプラズマ肺炎

------------クラミジア肺炎

1/1 ページ
( - ：  0  or  0.00 )        ( 空白 ： 定点なし )



2012年1月4日保健所別報告患者数  2011年 50週       ( 2011/12/12～2011/12/18 )

岡山市 倉敷市 備前 備中 備北 真庭 美作

疾病名 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当 報告数 定点当

全県

0.20 2----7.50 902.00 3018.50 2960.73 165.17 434インフルエンザ

--0.50 10.50 2------0.57 80.20 11咽頭結膜熱

1.00 61.00 2--0.86 6--1.55 170.57 80.72 39Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

8.33 5011.50 235.00 205.71 4012.00 1209.64 10617.14 24011.09 599感染性胃腸炎

1.33 83.00 6--0.14 11.30 130.64 72.64 371.33 72水痘

1.00 64.00 81.50 61.29 90.90 94.00 442.29 322.11 114手足口病

1.00 60.50 1--0.29 20.30 30.09 10.14 20.28 15伝染性紅斑

----------------百日咳

0.17 1------------0.02 1ヘルパンギーナ

0.50 3----2.57 180.40 40.36 41.50 210.93 50流行性耳下腺炎

------------急性出血性結膜炎

----2.00 20.25 10.80 40.58 7流行性角結膜炎

1/1 ページ
( - ：  0  or  0.00 )        ( 空白 ： 定点なし )



感染症発生動向調査　週情報　　　報告患者数　年齢別　　　　(  2011年　第50週     2011/12/12～2011/12/18 )

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80～

インフルエンザ  434  1  6  26  21  25  38  38  37  25  22  24  73  9  12  41  11  11  7  7 -

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20～

ＲＳウイルス感染症  70  19  15  26  5  3  2 - - - - - - - -

咽頭結膜熱  11 -  2  1  3  2  1  1 -  1 - - - - -

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎  39  1 - - -  3  5  5  3  4  5  6  6 -  1

感染性胃腸炎  599  3  28  91  54  55  64  61  42  28  26  23  55  4  65

水痘  72 -  2  14  16  8  7  8  3  6  3  1  3  1 -

手足口病  114 -  6  43  25  15  8  9  3  3  1 -  1 - -

伝染性紅斑  15 - -  2 -  2  1  3  2  1  2  1  1 - -

突発性発疹  26 -  15  10  1 - - - - - - - - - -

百日咳 - - - - - - - - - - - - - - -

ヘルパンギーナ  1 - -  1 - - - - - - - - - - -

流行性耳下腺炎  50 - -  2  1  7  8  8  7  8  3  1  5 - -

疾病名 合計 -6ヶ月-12ヶ月 １歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70～

急性出血性結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

流行性角結膜炎  7 - - - - - - - - - - - - -  4  1  2 - - -

疾病名 合計 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70～

細菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - -

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - -

マイコプラズマ肺炎  9 -  3  6 - - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - - - - - - -

( - ：  0  ) 



全数把握 感染症患者発生状況　 2011 年　50 週

分類 疾病名 昨年累計今週 疾病名 昨年累計今週 疾病名 昨年累計今週

2011 2010 2011 2010 2011 2010

一類 エボラ出血熱 --- クリミア・コンゴ出血熱 --- 痘そう ---

南米出血熱 --- ペスト --- マールブルグ病 ---

ラッサ熱 --- --- ---

二類 急性灰白髄炎 --- 結核  352 489- ジフテリア ---

重症急性呼吸器症候群 --- 鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１） --- ---

三類 コレラ --- 細菌性赤痢 - 1- 腸管出血性大腸菌感染症  66 64-

腸チフス --- パラチフス --- ---

四類 Ｅ型肝炎 - 1- ウエストナイル熱 --- Ａ型肝炎  2 3-

エキノコックス症 --- 黄熱 --- オウム病 ---

オムスク出血熱 --- 回帰熱 --- キャサヌル森林病 ---

Ｑ熱 --- 狂犬病 --- コクシジオイデス症 ---

サル痘 --- 腎症候性出血熱 --- 西部ウマ脳炎 ---

ダニ媒介脳炎 --- 炭疽 --- チクングニア熱 ---

つつが虫病  1 3- デング熱  7-- 東部ウマ脳炎 ---

鳥インフルエンザ --- ニパウイルス感染症 --- 日本脳炎 ---

日本紅斑熱 - 3- ハンタウイルス肺症候群 --- Ｂウイルス病 ---

鼻疽 --- ブルセラ症 --- ベネズエラウマ脳炎 ---

ヘンドラウイルス感染症 --- 発しんチフス --- ボツリヌス症 - 1-

マラリア --- 野兎病 --- ライム病 ---

リッサウイルス感染症 --- リフトバレー熱 --- 類鼻疽 ---

レジオネラ症  19 36 1 レプトスピラ症 --- ロッキー山紅斑熱 ---

五類 アメーバ赤痢  13 10- ウイルス性肝炎*3  7 9- 急性脳炎*4  1 3-

クリプトスポリジウム症 --- クロイツフェルト・ヤコブ病  2 2- 劇症型溶血性レンサ球菌感染症  1 1-

後天性免疫不全症候群  22 14- ジアルジア症  5 2- 髄膜炎菌性髄膜炎 ---

先天性風しん症候群 --- 梅毒  9 9- 破傷風  1 3-

バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染症 --- バンコマイシン耐性腸球菌感染症  3-- 風しん  2 1-

麻しん  3 4- --- ---
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